
2022 Bionic Jack Racing FIA-F4 選手権レースレポート 

 

 

【FIA-F4 選手権シリーズ第 13 戦・第 14 戦】 

 

 

モビリティリゾートもてぎ（栃木県：4.801km） 

11 月 5 日（土）予選、決勝レース 1：曇りのち晴れ／ドライ 入場者数：13,500 人 

11 月 6 日（日）決勝レース２：晴れ／ドライ 入場者数：26,000 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#47 山本 聖渚 BJ Racing F110      #97 岩澤 優吾 BJ Racing F110         #81 卜部 和久 BJ Racing F110 

 

岩澤優吾が非メーカー育成ドライバーのランキング最上位を獲得 

不完全燃焼の卜部和久、山本聖渚は、この悔しさを今後の糧に！ 

 

７大会・14 戦で競われ、激戦で知られる FIA-F4 選手権シリーズに、高木真一監督が指揮を執る、

Bionic Jack Racing は最終大会を再び３台で臨み、レギュラーの岩澤優吾と卜部和久に加え、前回に続い

て山本聖渚を走らせる。 

前大会のオートポリスでは、岩澤は 6 位、4 位と一時期の調子を取り戻していた感があった一方で、卜

部はまだトンネルから抜け出せずにいる。予選で相次いだ赤旗中断に翻弄され、本来いるべきではない

ポジションで戦わざるを得なかったからだ。 

山本は走り出しとなる練習走行で、いきなり 4 番手につけたものの、予選では卜部同様、赤旗に翻弄さ

れて下位に低迷。しかもレース１では接触によってマシンにダメージを負い、リタイアを喫している。

レース 2 は順位を上げたが、決して納得の結果ではなかったはず。当初は 1 大会のみ出場の予定だった

が、急きょ追加出場が決定。本領発揮が期待される。 



◆予選 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：７番手・７番手 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：19 番手・19 番手 

#41 山本 聖渚 BJ Racing F110：30 番手・30 番手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終大会の舞台であるモビリティリゾートもてぎは、ストップ＆ゴーを繰り返すレイアウトで知られ、

タイヤへの負担はそう大きくないものの、ブレーキを酷使する。ダウンヒルストレートから、フルブレ

ーキングを要する90度コーナー手前では、ローターが真っ赤に染まることもあるほどだ。また、力尽く

で抜いていけるポイントはないにも等しく、オーバーテイクには相手のミスを待つしかない。したがっ

て、ここもまた予選が重要なサーキットである。 

木曜日から始まった練習走行では岩澤が好調。最初のセッションは予選同様、２組に分けられたが B 組

でトップにつけたばかりか、続く全車混走のセッションでもトップにつけたからだ。金曜日も最初のセ

ッションは２組に分けられ、岩澤は 3 番手ながら 1 分 58 秒 378 と、トップからコンマ 3 秒と遅れず、

やはり混走の最終セッションにおいても、コンディションの変化からタイムを落としこそしたが、トッ

プとコンマ 1 秒差の 3 番手につけていた。 

一方、卜部は徐々にタイムを詰めていき、最後のセッションで11番手につけたのに対し、山本はもてぎ

を走るのが初めてとあって、まだ本領発揮とはいかなかった。 

土曜日早朝のサーキットは、上空が薄い雲で覆われ、それまでとは温度を著しく下げていた。予選の A

組に臨んだのは山本。ウォームアップは入念に行われ、計測３周目からアタックを開始する。まず 2 分

0 秒 902 をマークした山本は、次の周に２分 0 秒 047 に短縮。これなら“２分斬り”は十分可能だと思わ

れたのも束の間、S 字でスピンを喫してコースアウト。グラベルベッドに捕まり、スタックしてしまっ

たため、赤旗が出されてしまう。マシンにはダメージはなかったものの、赤旗原因ということで、再出

走は許されず。ベストタイム、セカンドベストタイムとも 15 番手となる。 

続く B 組には岩澤、卜部が出走。半分に分けられたとはいえ、20 台が走行した後の路面、さらに若干な

がら温度も上昇したことで、コンディションは A 組より確実に向上していた。ともに計測３周目からア

タックを開始し、まずは１分 59 秒台、1 分 58 秒台へと着実に詰めていく。しかし、1 分 57 秒 915 をベ

ストタイムに、セカンドベストタイムも 1 分 57 秒 938 と、”58秒斬り“を遂げた岩澤に対し、卜部は”58

秒前半“の壁をなかなか崩せず。ラス前のアタックで、ようやく 1 分 58 秒 324 を記すも、セカンドベス

トタイムは 1 分 58 秒 505 だった。その結果、岩澤はともに４番手、そして卜部もともに 10 番手で B 組

の予選を終えた。 



◇岩澤優吾 

「もうちょっと上がりたかったですけど、 

しょうがないですね。でも、決勝は 

もてぎだからブレーキで行けると思うので、 

表彰台には上がりたいと思います。 

コンディションが昨日より良くなることを 

予想してセット作ったんですけど、 

ちょっと外れたかなという感じで。 

しっかり修正できれば、昨日まで 

ペースが良くて、レースペースには自信が 

あるので、上がっていきます」 

 

 

◇卜部和久 

「思ったよりコンディションに、 

いろいろ合わせきれなくて、けっこう 

滑ってしまい、ニュータイヤの割には 

グリップ感のない予選でした。 

あと、ちょっとストレートが遅くて、 

それにも悩んでいるので、レースを 

ちゃんと後ろも見ながら、追いかけて 

いきたいと思います」 

 

 

 

 

◇山本聖渚 

「自分が車の限界を出せない状態の時に、 

限界を超えてスピンして飛び出してしまい 

ました。ただ、限界を知る上での、 

挑戦したところでのミスなので、 

車も良くなっているし、自分の走り的にも 

良くなってくるところはあったので、 

それを決勝に活かしながら、しっかり 

完走して上がっていきたいと思います」 

 

 

 

 



◆決勝レース第 13 戦 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：６位 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：17 位 

#47 山本 聖渚 BJ Racing F110：19 位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レース１は 13 周もしくは 30 分の戦いに。スタート進行の開始は 13 時 5 分、この頃には再び青空が広

がり、予選より温度は明らかに高まっていた。 

7 番グリッドからスタートを切った岩澤はダッシュも鋭く、まず１台をパス。その後も激しいつば競り

合いを見せ、4 コーナーで５番手に浮上する。トップグループからも遅れず続き、再上昇のチャンスを

待つ。だが、４周目の 90 度コーナーで接触があり、コース脇に１台がストップ。セーフティカー(SC)

が導入される。この時の先導は６周目の１周のみだったが、再開後にも７周目の S 字でコースアウトし

た車両があったため、９周目に再び SC がコースイン。 

またも１周で SC が戻った直後は、どこもかしこも大渋滞。一時は逃げかけていたトップとの差も詰ま

ったことで、チャンス到来かと思われた岩澤ながら、そのチャンスは後続にも与えられていた。上位に

はリスタート後の順位変動はなかったものの、12 周目の 90 度コーナーで岩澤は４番手浮上を狙ってア

タックをかける。しかし、抜ききれなかったばかりか、立ち上がりでの失速を後続が見逃さず。最終コ

ーナーで逆に抜かれてしまう。岩澤は無念の 6 位に。 

一方、19 番手からスタートした卜部はオープニングラップのうちにひとつ順位を上げ、30 番手からス

タートの山本も 27 番手に浮上する。それぞれ大渋滞の中でバトルを繰り広げ、卜部は 17 位で、そして

山本は 11 台抜きを果たして、19 位でゴールした。 

 



◇岩澤優吾 

「スタートは良かったし、１周目のペースは 

すごく良かったんですが、SC 明けの 

タイミングがちょっと良くなかったですね。 

明日はちゃんとやります。 

行けるチャンスは何度かあったけど、 

明日はちゃんと行けるように頑張ります」 

 

 

 

 

 

 

◇卜部和久 

「バトルはできましたが、当たらないのが 

精いっぱいで、まわりが危なすぎて。 

当たらないよう気をつけて走っていたので、 

何もできませんでした。明日も同じような 

メンバーと戦うことになりそうですが、 

ブレーキ中の幅寄せとか、そういうことを 

されなければ、全然追い上げられると 

思います。本当に危ないです」 

 

 

 

 

◇山本聖渚 

「なんとか切り抜けられた感じです。 

もう 1、２台は行きたかったですけど、 

ガツンと追いつけるペースは、 

まだなかったですね。 

車もいい状態に持っていけているし、 

自分の成長も感じているので、とりあえず 

今より良いペースで走れるように！  

自分も反省しながら、今日も危なかった 

ですけど、明日は安全にきっちり 

完走したいと思います」 

 

 



◆決勝レース第 14 戦 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：７位 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：19 位 

#47 山本 聖渚 BJ Racing F110：20 位 

 

日曜日の早朝に行われたレース 2 は、規定の 13 周を満たすことができなかった。理由を先に言えば、2

度の SC ランによって 30 分を超えてしまったからだ。最初の SC 導入は１周目から。ストールした車両

に２台が激突。SCに先導される隊列はストレートではなく、ピットロードを通過していく。５周目によ

うやくリスタートが切られるも、直後の 3 コーナーでまたも接触があり、２回目の SC ランは９周目ま

で続いたため、実質バトルの機会は 11 周目までの３周しか与えられなかった。 

スタートにやや出遅れた感のあった岩澤ながら、そこは粘りの走りを見せてポジションキープに成功。

最初のリスタート後、1 コーナーで後続に迫られるも、しっかりガードを固めて逆転を許さず。 

2 回目のリスタートでも同様のシーンが見られたが、こういった対応はさすがに巧み。後続を寄せつけ

なかった岩澤は、その後は前を行く車両にプレッシャーをかけ続けるも、相手はミスを犯してくれず。

7 位でフィニッシュした結果、最終的なランキングは 5 位となったが、これはメーカー育成ドライバー

以外での最上位。胸を張っていい結果ではあるまいか。 

一方、19 番グリッドからスタートを切った卜部は、オープニングラップのうちに 15 番手までジャンプ

アップ。最初のリスタート後は順位を保ったものの、2 回目のリスタート後には 19 番手にまで順位を落

とす。さらにラスト２周はステアリング上の警告灯が点滅したため、いったんアクセルを緩めたため 23

番手に落とすも、実際には走行に支障はなく……。最終ラップで意地を見せ、チームメイトを抜いて 20

位でフィニッシュ。レース後にペナルティを課せられた車両があったことから、最終的な順位は19位と

なった。 

30 番グリッドからスタートした山本は、最初のアクシデントが目の前で発生。だが、かろうじてかわせ

たことで 23 番手まで上がるも、最初のリスタート後に 27 番手にまでドロップ。逆に 2 回目のリスター

ト後は順位を上げるという、アップダウンの激しい展開の中、最終的には 20 位という結果を得た。 

３人とも決して満足のいく結果ではなかったはず。だが、この悔しさを糧にして、新たなシーズン、あ

るいは新たなカテゴリーに臨むことになるのだろう。さらなる成長が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇岩澤優吾 

「最後はタイヤがきつくて、何もできなかった感じでした。でも、１年間を通じて、良い時も悪い時も

あって、今年はちゃんと確実に成長できたと思うので、ステップアップできるよう、これからも頑張り

ます」 

 

◇卜部和久 

「ホームストレートでアクセルが効かなくなったり、最後はハンドルに黄色い点滅もあって、何か漏れ

ているのかと思ったんですが、何も漏れていなくて、謎の配線トラブルだったようです。ペースはあっ

たので、普通にもったいなかったですね。超フラストレーションが残るレースでした」 

 

◇山本聖渚 

「目の前のアクシデントはなんとか回避しましたが、自分のレースペースが悪かったし、コンロール能

力も良くなかったので、反省しかないですね。最初の再スタートの時に、後ろから突っ込まれて、バラ

ンスは崩れてしまいましたが、とりあえず走りきれたのは良かったです。自分磨きをもっと頑張ります。

今週の経験を、来年に活かしたいと思います」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


